
新型コロナウイルス対策に例外があってはならない： 

“誰もが人命救助を受ける権利がある”-国連専門家- 

 

ジュネーブ(2020 年 3 月 26 日)：国連の人権専門家らは、公衆衛生や緊急措置だけで新型コロナウイルスの

危機を解決することは難しく、その他の人権問題についても積極的に議論されるべきであると述べた。専門

家らは「すべての人に例外なく人命救助を受ける権利があり、そしてその責任は政府にある。リソースや公

的・民間保険が不十分であることを、特定の患者集団に対する差別を正当化する理由にしてはいけない」と

している。「すべての人に健康の権利がある。障害を持つ人々、高齢者、マイノリティーの集団、先住民族、

国内避難民、極度の貧困状態にある人々、人口密度の高いところに住んでいる人々、居住型施設に住んでい

る人々、身柄を拘束されている人々、ホームレスの人々、移民や難民、薬物依存の人々、LGBT やジェンダー

の多様な人々を含め、あらゆる人々や集団が政府からの支援を受ける必要がある」。 

「生物医科学の進歩は、健康の権利を実現するために非常に重要である。しかし、あらゆる人権も同様に

重要である。差別の禁止、参加、エンパワーメント、説明責任といった原則が、健康に関する政策すべて

に適用されなければならない」。国連の専門家らは、世界保健機関（WHO）がパンデミックの抑制に向けて

推奨する対策を支持した。国家に対しては、公衆衛生システムに関わるすべてのセクター（予防と発見か

ら治療と回復までの全過程に関わるもの）に必要なリソースを供給するための断固たる行動を呼び掛け

た。「しかし、今回の危機対応では、より多くのことが必要である。国家は、危機によって特に被害を受け

やすい人々に支援が行き届くように、追加の社会的保護措置を講じなければならない」と専門家らは強調

した。「その中には、既に社会的・経済的に不利な立場にあったり、さらなる介護の負担に耐えたり、性別

による暴力のリスクが増大した中に暮らしている女性を含む」。 

専門家らは、新型コロナウイルスの感染拡大と勇敢に闘う世界中の医療従事者に感謝と賞賛の意を表明し

た。「彼らは膨大な仕事量に直面し、自分の命を危険にさらしながら、リソースが不十分な場合は、耐え難

い倫理的なジレンマに向き合うことを強いられている。医療従事者は政府やビジネス界、メディア、一般

市民から可能な限りのサポートが必要である」。 

専門家らは「新型コロナウイルスは深刻な世界規模の課題である」と言う。「しかしながら、これは普遍的

な人権の原則を再び活性化するための警鐘でもある。これらの原則と科学的な知識への信頼は、フェイク

ニュースの流布や偏見、差別、不平等そして暴力に勝るべきである。我々は前代未聞の課題に直面してい

る。この危機に際し、特にビジネス界は引き続き人権上の責任を負う。協調的な多国間の取り組みや、連

帯と相互信頼があって初めて、我々はパンデミックを打ち負かし、回復力を高め、成熟し、団結する。新

型コロナウイルスのワクチンが発明されたら、差別なく提供されなければならない。それまでの間は、人

権に基づくアプローチこそが、公衆衛生に対する主要な脅威を抑制するのに効果的な、もう 1本の道すじ

であることが既に知られている」と専門家らは締めくくった。 

健康への権利に関する特別報告者 Dainius Pūras 
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こどもの性的搾取に関する特別報告者 Maud de Boer-Buquicchio 

 

英語原文 https://www.ohchr.org/EN/NewsEvents/Pages/DisplayNews.aspx?NewsID=25746&LangID=E 

和訳文責：藤田早苗と翻訳チーム 
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